カンジョウ エピソード ノ カイワ バメン ニオケル ドウチョウ ケイコウ ノ ケントウ ギジ ドウチョウ ケイコウ ジッケン パラダイム ニヨル ソクテイ by キムラ, マサノリ et al.
Osaka University
Title感情エピソードの会話場面における同調傾向の検討 : 擬似同調傾向実験パラダイムによる測定





















対人 コミュニケー ションにお いて、話 者 間の 行動 が
連 動 し、生 起 時 間や 生起 頻 度 、形 態 のパ ター ンが類
似化 していく現 象を同調傾 向(synchronytendency)
と呼ぶ(大 坊,1985)。
この 同調 傾 向は さまざまなコミュニケー ション ・チャ
ネル にお いて観 察 され ている。Matarazzo,Weitman,
Saslow,&Wiens(1963)では、話者 間の発 言量 には
一 定 の比 例 関係 が存在 す ることが報 告されてお り、そ
れ 以 外 にも、沈黙 時 間 、イントネーション、アクセント、
音 圧 レベ ル 、発 話 のスピー ドなどいくつ もの音 声的 特
徴 で 同調傾 向 が観 察 され ている(e.g.,大坊,1985)。
ま た 、Condon&Ogston(1966)やCondon&
Sander(1974)では 、話 し相 手の声 に聞き手 の身体 動
作 が一致 して反 応 す ることを報告 している。音 声以 外
の同調傾 向 につ いても、姿勢(e.g.,Scheflen,1964)、
表情(e.g.,Meltzoff&Moore,1977,1979,1983)、
身体 動作(e.g.,Kendon,1970)など多 くの報 告 がある。
近 年 では 、高瀬 ・古 山 ・三 嶋 ・春 木(2003)や長 岡 ・小
森 ・中村(2002)によって、同調傾 向に関す る興 味深 い
研 究が報 告され ている。
従 来 の 測 定 技 法
これ まで映 像 フィル ムを用 いた マイクロ・アナ リシス、
スペ クトル ・アナリシス、発 話 分析 などさまざまなアプ ロ
ー チ によって 同調傾 向の測 定が行 われ てきた。このよ
うな、同調傾 向の程 度 を測 定 するため に用 いられ てき
た従 来の 方法 論 は 、研 究者 自身の興 味ある特定 のチ






































































の 測 定 手 法 で あ る 「擬 似 同 調 傾 向
(pseudosynchrony)実験 パ ラダイム」(Bernieri&
Rosenthal,1991)について議論する。





















































































感情 エピソー ドの会 話場 面にお ける同調傾 向




















































































質 問項 目Bernieri&Rosentha1(1991)にならい 、
同 調傾 向 の3つ の側 面 につ い て尋 ね た。① 話者 間の
行 動 が 同 時 生 起 し て い た 程 度(simultaneous
movement;以下SM)、 ② 話 者 間の 行動 の生 起 リズ
ムの類似 度(temposimilarity;以下TS)、③相 互 作
用の 円 滑さの 程度(coordinationandsmoothness;
以下CS)の3つ の側 面 であった。「2人の会話 全 体の
雰 囲気 に関 してお答 えくだ さい。『1=全 くそう思わ な
い』か ら『9=そう思う』の 中からあなたがあては まると思
うものを選 んでください。」と教 示した上で 、それ ぞれ 、
「① コミュニケーション中の2人 の話者 の行 動 はどの程
度 同時 に生 起 していましたか。」、「② コミュニケー ショ
ン中の2人 の話者 の行動 のリズムはどの程度 似 ていま
したか。」、「③2人 のコミュニケー ションはどの程 度 円
滑でしたか。」と質問紙 上 にて回答 を求 めた。
手続 き 会話 場 面を1つ 呈示す ることに質 問項 目に
回答す るよう求めた。刺激 呈示 は音 声を消してプロジ
ェクターとスクリー ンを用 いて行 った。刺激 呈示 の順序
はランダマイズ して行った。
コーディング コーディングは実験者(男陶 と、実験の仮
説について知らない心理学 専攻 の学 部学 生1名(女 性)、
心 理学 専攻 の大学院 生1名(女 性)の計3名 で行 なっ
た。1つの指標 につき、2人ずつ がコーディングにあた
った。コーダー2名 は、「発 話 」、「ジェスチ ャー 」、「アダ
プター(自己接触)」、「笑顔 」、「視線 」、「うなず き」の各
行 動指 標 にイベ ントレコーダー を用 いて生起 時 間(秒)
と頻 度 をコー デ ィングした。本研 究で用 いた行 動 指標
は 、印象評 定項 目と同様 、Bernierietal.(1996)を参
考 にして決 定 した。各行 動 指標 の操 作 的 定義 にっ い






























笑 顔 微笑 んだり(頬、目元、ロ元か ら判断)、
声 を出して笑っている状態。
向得点 を基準 にして続 く本 実験 の刺 激を選 定 した。
コー デ ィン グ の 結 果 をTable4に 示 した 。
Kolmogorov・Smirnov検定 を行った結 果 、す べての
指 標 について正規 性 が疑われ た(発話,P=.18;ジェ
スチャー,p=.01;アダプター,P=.oi;笑顔,厂.01;
視線,P=.01;うなず き,P=.10)。そこで 、素 デ ータの
分 布型 を考慮 し、す べ ての指 標 につ いて対 数 変 換 を
施 し、話 題 の感 情価 を要 因としたt検 定を行 ったところ、
笑 顔 につ いての み 有 意 差 が得 られ た(X58)=2.45,
」〆.01)。ネガティブ話題 に比 べてポジティブ話題 の方
が 笑顔 の生 起 時 間が有 意 に長 かった。この結 果 は本
研 究の仮 説1を 支 持 しているといえよう3)。
その他 の指標 で有 意差 がみ られなかったという結 果
は、表情 と異 なり、身 体動 作 は感 情 の量(強度)の情 報




















































に、単純合 計を算 出して同調傾 向得 点として以下の


































質 問項 目 予備 実験 で用いた3項 目について9件
法で実施 した。








手 続き 会話 場 面を1つ 呈 示す ることに質 問項 目に
回 答 するよう求 めた。刺激 呈示 は音 声を消 してプロジ
ェクターとスクリー ンを用いて行った。刺激 呈 示の順 序
はランダマイズして行 った。
結 果 と考 察
同調 傾 向 得点 につい て、まず ポジティブ感 情エ ピソ
ー ドにお い て、自然 会 話 場 面 、内 的擬 似 会 話 場 面 、
外 的擬 似 会 話 場 面 それ ぞれ に対す る同調傾 向 得点
を被験 者 内要 因とする1要 因分 散分 析を行 った。その
結果 、水 準 間で有 意 差が みられ た(夙2,238)=53.25,
ノ〆.001)。74zkey法による多重 比較 の結 果 、外的 擬似
会話 場 面(M=13.95,SD=2,85)に比 べて、自然 会
話場 面(M=16.18,SD=3,06)と内的擬 似 会 話 場面
(M=16.79,SD=2.95)の同調傾 向得 点 は有意 に高
か った(Figure4)。この結果 は、ポジティブ感 情エピソ
ードの会話 場 面にお いて、同調傾 向が生起 していたこ
とを示 していると考 えられ る。一方 、ネ ガティブ感 情 エ
ピソー ドにお いても同様 に、自然会 話 場 面、内的擬 似
会話場 面 、外 的擬 似 会話 場 面それぞれ に対す る同調
傾 向得 点 を被験 者 内要 因とする1要 因分散 分析 を行
った 。そ の結 果 、水 準 間 で 有 意 差 がみ られ た(夙2,
238)=35.77,〆.001)。Tukey法による多 重比較 の結
果 、外 的擬 似 会 話 場 面(M=10.01,SD=2.96)に比
べ て、自然 会話 場 面(M=12.46,SD=3.19)と内 的擬
似 会話 場 面(M=12.28,SZ)=2.91)の同調 傾 向得 点
は有意 に高か った(Figure5)。この結 果 は 、ネガティ
ブ感 情 エ ピソー ドの会 話 場 面 にお いて 、同 調傾 向が
生 起していたことを示 していると考 えられる。
予備 実 験 にお いて、ポジティブ感 情 エピソー ドの会
話 場 面とネガティブ感 情エピソードの会 話場 面で 同調
傾 向 得 点 に差 がなか ったことを合 わせ て考 えると、同
調 傾 向の 程度 は 話題 の感 情 価 に影 響 され ないことが
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  Synchrony tendency in the conversation about emotional  episodes 
        A measurement by "the pseudosynchrony experimental paradigm" 
Masanori KIMURA (Graduate School of Human Science, Osaka University) 
Masao YOGO (Faculty of Letters, Doshisha University) 
Ikuo DAIBO (Graduate School of Human Science, Osaka University) 
     Synchrony tendency refers to the coordination of movement between individuals in interpersonal 
communication. So far, most methods of studying synchrony tendency have focused on the particular 
channel. However, because communication behavior depends on the emotional tone of conversation, it 
might be difficult to understand the synchrony tendency on the particular channel only. This study made 
use of the within-participant "pseudosynchrony" experimental paradigm, using female university students 
as participants, and the synchrony level in the conversation on emotional episodes was measured. The 
results suggested that communication behavior varied depending on emotional episodes, while overall 
synchrony tendency was observed regardless of the emotional episodes in the conversation. 
Keywords: synchrony tendency, emotional episodes, pseudosynchrony experimental paradigm
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